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研究成果の概要（和文）：低職位としての皮なめし業と介護業について移民集団がその職位を上昇し得る場合両者とも
に近代国家が必要とする位置づけにおかれる場合当該国での職位が大きく変わってくることが結論づけられた。皮なめ
し職人および皮革商人として活躍したディアスポラ集団のユダヤ人、アジアで同種の役割を担った客家集団においては
血縁・エスニシティによる結束だけでなく近代軍需産業の一環と結びついたことが重要な職位上昇の鍵であった。反面
日本の場合皮なめしを伝統職とした集団と国家産業との結びつきが弱いことが地位上昇の妨げとなった。介護職におい
ても医療保険制度と結びついた場合移民であっても職位が上昇していくことが結論づけられた。

研究成果の概要（英文）：This research focuses on the process of the improvement of social status in 
traditionally lowly regarded jobs such as the tanners and caregivers, how such low status could be 
improved by the influx of migrants in those sectors. In the Western and Asian societies, lowly regarded 
tanners position improved by the migrant population such as the Jews and Hakkas. When they succeed in 
working with the modern state, their traditional occupation no longer involved social stigma. On the 
other hand, Japanese tanners could not do so in spite of their contribution in the modern skinning and 
tannig technology. As for the low status of the care givers in Asia, Asian migrants' status as care 
givers improve in their host countries when their skills are recognized by the state, i.e. the national 
care giving insurance system. The improvement of social status therefore depends on the creation of the 
system of public recognition which is backed up by the state.

研究分野： 社会人類学
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１．研究開始当初の背景 
 
日本における同和地区における被差別の実
態を研究するなかで、歴史学者らの研究では
ともすれば皮なめし・製革が穢れの思想と結
びつき差別につながるといった視点での研
究者の視点があり、それらが宗教学や文化人
類学者の研究にも反映されており、筆者はそ
れに強い疑問を抱いていた。西欧やアジア諸
国でも現在はタブーがないが、元来皮なめし
業は以前は賤業とされ、移民集団のなかでも
ユダヤ系、客家、イスラム教徒などでディア
スポラでありマージナルな社会的地位にあ
る集団と当該地域で結びつけられていたが、
皮革業集団の発展の歴史は日本とは異なっ
ていた。彼らの場合、近代国家の軍事体制お
よび産業革命と結びつき、特に１５－６世紀
以降特に目覚ましい職位の向上を果たした
からである。そこで伝統的低位にある職と当
該社会・国家とのかかわりの変化についての
視点を従来の日本の議論は見逃しているの
ではないかと考えた。分担研究者の小川も低
位職である介護業とポスト近代社会におけ
る国家ライセンスシステムの存在に注目し
ようと考えた。インドネシア、フィリピンな
どから東アジア諸国（韓国、台湾、日本）に
やってくる女性介護人の社会的地位の向上
についても受け入れ国の国家体制のなかに
いかに組み入れられているかによっても社
会的地位が変化するのではないかとも予測
された。しかしいずれもこれまでは比較文化
的視点による分析はなされていなかった。 
 
２．研究の目的 
 
伝統的低職位とされてきた皮革なめし業や
介護セクターに携わってきたマージナルな
ディアスポラ集団の社会的上昇がどのよう
にしてなされたか、あるいはなされる可能性
があるか。社会資本が移動、変更、交換され
るなかでどのように地元集団と当該集団は
交流してネットワークをつくりあげてきた
か。国民国家を基点として論じられた二重労
働市場論や分割労働市場論、あるいは移民送
り出し国と受け入れ国との労働資本の従属
関係の生成論でどこまで説明が可能か。日本
の被差別部落が伝統的にかかわってきた皮
革部門において、移民集団はどのようにかか
わってきたか。多文化理論のなかではエスニ
ック・アイデンティティなどの自覚・共有が
マイノリティの一体化による運動によって
克服されるといった方向性がみられるが議
論の弱点も指摘されている。本研究では従来
の多文化論に対しむしろ専門性の高い伝統
的職業が社会的に認知されるプロセスに職
位が変貌する鍵があり、そこに伝統的な上
位・下位論や淨・不浄論が変貌するプロセス
もみられると考えた。伝統的低職位に関わる
移民集団と国家との関わり方の変貌を考察
することであらたなアイデンティティ論を

導き出したいと考えた。 
 
 
３．研究の方法 
 
内外の専門家との協働セミナー、インフォー
マントへの集中インタビュー、フィールドワ
ーク。文献研究。 

 
４．研究成果 
 
調査のなかで被差別部落の歴史研究家らの
支援や英国ノーザンプトン大学・台湾大学な
どとの提携による比較研究が進んだ。ひょう
ご部落解放人権研究所などとの研究連携関
係も出来、一般に対する啓蒙としての論文発
表の機会として同研究所の機関紙などを通
じて年間を通してシリーズで掲載されるこ
ととなった。そこで一般にも研究が身近な形
で公表できるようになった。西欧や他のアジ
ア諸国における移民マイノリティ集団で皮
革業に携わり、職位をあげることになった集
団と近代国家との繋がりについて注目する
ことができるようになった。特にインドにお
けるイスラム教徒がかかわった皮革業と不
可触民がかかわった皮革業のセクターは異
なっていること、ユダヤ集団が紀元前後以降
皮革専門集団として財をなしたこと、客家集
団が民族ネットワークを利用して皮革・製靴
業で１９世紀以降東南アジアで大きな成功
をおさめ、社会的地位を向上させたことがわ
かった。調査の結果日本の被差別部落が担っ
ていたのはユダヤ系や客家などが参与して
いた分野と類似しており、高度な技術面と販
売部門でのネットワーキングであることも
判明した。明治維新期以降の日本の皮革産業
の担い手として被差別部落出身の職人集団
が大きな役割を果たしたことがあきらかと
なり、多文化主義理論のなかで見過ごされて
きた職域の専門性によるアイデンティティ
の構築のテーマが重要であるという点を確
認した。また、小川は韓国、台湾、日本にお
ける介護者の地位を比較するなかで、公的領
域に組み込まれ、職位を上昇させるのに成功
した事例として日本でのインドネシアの介
護ワーカーの事例に注目し、国家資格による
職位のバックアップが極めて重要であるこ
とを他の地域との比較において論証した。 
代表研究者は現在日本語での論文作成とと
もに、英語での著作としての発表をめざして
おり、章構成などを行っている。分担研究者
の小川らは現在成果を作成中の博士論文（東
京大学大学院に 2016 年提出予定）の一部と
して発表する予定である。分担研究者のホワ
イトは現在マルチカルチュラリズムとプロ
フェッショナルアイデンティティの関連性
についての議論を整備しつつある。 
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